
四
月
六
日
�
か
ら
十
五
日
�
ま

で
、「
確
か
め
て
　
歩
行
者
・
自
転

車
・
横
断
者
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
交
通
安
全
は
一
人
一

人
の
心
掛
け
が
大
切
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

□
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止新

入
学
（
園
）
児
童
・
生
徒
が

通
園
や
通
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

季
節
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
通
学
路
の

安
全
確
保
と
街
頭
で
の
交
通
安
全

指
導
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夜
間
に
起
こ
り
や
す
い

高
齢
者
の
歩
行
者
事
故
は
、
死
亡

事
故
に
な
る
確
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
夜
間
の
外
出
は
目
立
つ

色
の
服
装
や
反
射
材
を
活
用
し
ま

し
よ
う
。
運
転
者
は
子
ど
も
や
高

齢
者
の
行
動
特
性
を
理
解
し
、
飛

び
出
し
や
不
測
の
行
動
に
対
し
て
、

い
つ
で
も
危
険
を
回
避
で
き
る
運

転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

□
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
の
事
故
原
因
の
大
半
は
、

出
合
い
頭
に
よ
る
も
の
。
交
差
点

で
は
一
時
停
止
や
安
全
確
認
を
徹

底
し
て
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

□
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

運
転
席
や
助
手
席
だ
け
で
な
く
、

後
部
座
席
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
子
ど
も
の

発
育
に
応
じ
た
物
を
用
意
し
、
正

し
く
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
交
差
点
付
近
の
事
故
防
止

交
差
点
付
近
で
の
交
通
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。
通
り
慣
れ
た
道

路
で
も
交
差
点
で
は
徐
行
や
一
時

停
止
し
、
必
ず
安
全
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

□
毎
月
15
日
は
「
自
転
車
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
デ
ー
」

四
月
か
ら
毎
月
十
五
日
は
「
自

転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
デ
ー
」
で
す
。

自
転
車
に
乗
る
時
は
、
交
通
ル
ー

ル
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
安
全
確

認
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
安
全
安
心
課

�
８
９
０
―
５
９
３
５
へ
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
は
、

高
額
療
養
費
と
出
産
時
の
分
べ
ん

費
を
市
が
直
接
医
療
機
関
な
ど
へ

支
払
う
「
受
領
委
任
払
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
申
請
に
は
医
療
機
関

の
同
意
が
必
要
で
す
。
利
用
を
希

望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
市
役
所
国
保
年
金

課
、
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
支
所
に
あ

り
ま
す
。

□
高
額
療
養
費

自
己
負
担
限
度
額
や
そ
の
他
自

費
分
な
ど
を
支
払
う
だ
け
で
、
高

額
な
医
療
費
に
よ
る
家
計
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
＝
七
十
歳
未
満
の
本
市
の
国

保
被
保
険
者
で
原
則
と
し
て
国
保

税
完
納
世
帯
の
人
　
申
し
込
み
＝

保
険
証
・
世
帯
主
の
印
鑑
・
申
請

書
を
用
意
し
て
病
院
な
ど
へ
直
接

□
出
産
育
児
一
時
金

出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
三
十

三
万
円
の
範
囲
内
で
市
が
直
接
医

療
機
関
に
支
払
い
ま
す
。
出
産
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
妊
娠
四
カ
月
以
上
の
本
市

の
国
保
被
保
険
者
で
原
則
と
し
て

国
保
税
完
納
世
帯
の
人
　
申
し
込

み
＝
被
保
険
者
証
・
出
産
予
定
者

が
妊
娠
四
カ
月
以
上
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
母
子
手
帳
な

ど
）・
世
帯
主
の
印
鑑
・
申
請
書
を

用
意
し
て
病
院
な
ど
へ
直
接
　
そ

の
他
＝
出
生
届
提
出
時
に
は
被
保

険
者
証
・
母
子
手
帳
・
世
帯
主
の

印
鑑
・
医
療
機
関
か
ら
の
分
べ
ん

費
用
の
請
求
書
・
世
帯
主
名
義
の

預
金
通
帳
が
必
要

○
…
問
い
合
わ
せ
は
国
保
年
金
課

�
８
９
０
―
６
２
４
９
へ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
を
経
験
す
る
海
外
研

修
の
公
募
研
修
生
を
募
集
。
対
象

は
中
高
生
で
す
。
仲
間
と
実
践
的

な
語
学
研
修
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

研
修
期
間
＝
８
月
４
日
�
〜
18
日

�
の
十
五
日
間
（
事
前
研
修
は
６

月
６
日
�
・
７
月
３
日
�
・
26
日

�
・
28
日
�
、
帰
国
報
告
会
は
10

月
28
日
�
）

研
修
先
＝
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
　
対
象
＝

保
護
者
と
も
に
市
内
在
住
の
中
学

生
（
大
胡
中
・
宮
城
中
・
粕
川
中

を
除
く
）・
高
校
生
で
次
の
条
件
を

満
た
す
十
八
人
（
選
考
）。
�
地
域

の
青
少
年
活
動
や
奉
仕
活
動
ま
た

は
生
徒
会
活
動
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
�
帰
国
後
、
派
遣
体

験
を
生
か
し
て
各
種
事
業
に
協
力

で
き
る
�
研
修
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

へ
の
適
応
能
力
や
意
欲
が
あ
る
�

保
護
者
の
承
諾
が
あ
る
�
基
本
的

な
英
会
話
力
が
あ
り
、
英
語
で
の

交
流
に
興
味
が
あ
る
�
長
期
海
外

生
活
経
験
が
な
く
、
本
事
業
お
よ

び
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
同

種
の
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
　
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
現

地
の
学
校
で
の
英
語
研
修
や
交
流

活
動
　
参
加
費
＝
十
二
万
円
　
選

考
会
＝
５
月
８
日
�
午
後
１
時
、

総
合
教
育
プ
ラ
ザ
　
申
し
込
み
＝

４
月
24
日
�
午
後
３
時
ま
で
に
所

定
の
用
紙
（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内

青
少
年
課
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入

し
各
学
校
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
２
３

１
―
５
１
３
８
へ
。
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浄
化
槽
設
置
工
事
費
と
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
を

補
助
し
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
を

受
け
る
に
は
、
工
事
着
工
前
に
申

請
し
、
交
付
決
定
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
。
必
ず
事
前
に
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
受
け
付
け
は
終
了
し
ま
す
。

□
浄
化
槽
設
置
費
の
一
部
補
助

下
水
道
な
ど
の
整
備
予
定
が
な

い
地
域
で
、
一
般
住
宅
や
店
舗
併

用
住
宅
（
居
住
用
部
分
が
二
分
の

一
以
上
）
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る

個
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

単
独
処
理
浄
化
槽
な
ど
か
ら
合
併

日
本
の
桜
名
所
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
赤
城
南
面
千
本
桜
の
桜
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

赤
城
南
面
千
本
桜
は
、
荒
廃
し

た
山
林
の
緑
化
を
目
的
に
昭
和
三

十
一
年
か
ら
三
年
に
わ
た
り
、
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木
約
千
四
百
本

を
地
域
住
民
が
植
樹
し
た
も
の
。

満
開
時
に
は
約
二
�
に
わ
た
り
、

見
事
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
毎
年
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
桜

ま
つ
り
期
間
中
は
露
店
の
出
店
や

赤
城
南
ろ
く
特
産
市
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
夜
九
時
三
十
分
ま
で
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、
夜
桜
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
４
月
７
日
�
〜
16
日
�

会
場
＝
赤
城
南
面
千
本
桜
（
苗
ヶ

島
町
）

臨
時
駐
車
場
料
金
＝〈
普

通
車
〉
五
百
円
〈
小
型
バ
ス
〉
千

円
〈
大
型
バ
ス
〉
二
千
円

◯
…
問
い
合
わ
せ
は
赤
城
南
面
千

本
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
宮
城

支
所
内
）
�
２
８
３
―
２
１
３
１

へ
。

処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
場
合
に

は
加
算
も
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
来
年
３
月
30
日
�
ま
で
に

工
事
を
完
了
し
実
績
報
告
書
を
提

出
で
き
る
人
　
補
助
金
額
＝
〈
五

人
槽
〉
十
九
万
八
千
円
以
内
〈
六

人
・
七
人
槽
〉
二
十
五
万
六
千
円

以
内
〈
八
〜
十
人
槽
〉
三
十
四
万

円
以
内
〈
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽

な
ど
か
ら
の
転
換
加
算
〉
十
万
円

以
内
　
申
し
込
み
＝
４
月
３
日
�

〜
12
月
22
日
�
ま
で
に
市
役
所
環

境
課
へ
直
接

□
太
陽
光
発
電
設
置
費
の
一
部
補

助
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
個
人
に
補
助
を
行
い

ま
す
。

対
象
＝
来
年
３
月
30
日
�
ま
で
に

工
事
を
完
了
し
電
力
会
社
と
電
力

受
給
契
約
を
締
結
し
て
実
績
報
告

書
を
提
出
で
き
る
人
　
補
助
金
額

＝
一
�
�
あ
た
り
六
万
円
（
二
十

四
万
円
以
内
）

申
し
込
み
＝
４

月
３
日
�
〜
12
月
22
日
�
ま
で
に

市
役
所
環
境
課
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９

０
―
６
２
９
２
へ
。
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ソメイヨシノの見事なトンネルをぜひ

交通事故を起こさないようまた遭わないように意識して

露店や特産市も赤城南面の千本桜まつり

春
の
交
通
安
全
運
動
が
6
日
か
ら
１５
日
ま
で

事
故
な
く
す
心
掛
け
が
大
切

太
陽
光
発
電
な
ど
の
設
置
に
補
助
し
ま
す

環
境
に
や
さ
し
い
住
宅
設
備
を

高
額
療
養
費
と
出
産
時
の
分
べ
ん
費

「
受
領
委
任
払
制
度
」
を
利
用

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

海
外
研
修
の
中
高
生
を
募
集

開設する日曜窓口
開設窓口 取り扱い業務 問い合わせ

市民課

国保年金課

児童家庭課

学校教育課
（４月２日�のみ）

城南支所
（４月２日�のみ）

大胡支所
（４月２日�のみ）

・転入・転出・転居届、印鑑登録などの
受け付け
・住民票の写し、戸籍に関する証明書・
印鑑登録証明書などの発行
・戸籍に関する届の受領
・国民健康保険の届け出
・外国人登録に関する届の受け付け
・住民基本台帳カードの発行など
・国民健康保険に関する相談
・保険証などの再交付
・退職者医療制度加入手続き
・老人医療給付、乳幼児医療費支給手続き
・国民年金に関する手続きなど
・児童手当・児童扶養手当の受給申請
・保育所の入所手続きなど

・小中学校の転校手続きなど（学校へは
翌日の月曜に書類を提出）
・市民課取り扱い業務（印鑑登録申請の受
け付け、外国人登録業務、住民基本台帳
カードの発行を除く）
・学校教育課、国保年金課取り扱い業務の
一部
・児童手当受給申請

・市民課取り扱い業務
・国保年金課取り扱い業務
・学校教育課取り扱い業務

�890-6106

�890-6250

�890-6253
�890-6254

�890-6277

�890-5812

�268-2111

�283-1111

四
月
は
住
所
異
動
な
ど
の
届

け
出
が
多
く
、
平
日
は
大
変
込

み
合
う
た
め
、
市
民
課
な
ど
で

は
次
の
と
お
り
日
曜
に
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
な
お
、
ほ
か
の

機
関
と
の
照
合
確
認
が
必
要
な

一
部
の
届
け
出
は
、
受
理
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
４
月
２
日
・
９
日
�（
学

校
教
育
課
・
城
南
・
大
胡
支
所

は
４
月
２
日
�
の
み
）、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
開

設
窓
口
・
業
務
・
問
い
合
わ
せ

＝
右
表
の
と
お
り

４月
７日

～16
日

住
所
異
動
な
ど
の
届
け
出
で
き
ま
す

日
曜
窓
口
ご
利
用
く
だ
さ
い


